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 今日、あらゆる分野における活動は、その進歩・向上のために、活動内容の確認とそ

れに基づく改善を必要としている。活動内容の確認のためには、現状の把握が必要であ

り、改善のためには現状を評価し、課題を整理して対策を立案することが求められる。

加えて、近年、公共的な活動や NPO 等の社会的な活動を中心として、広く国民一般に

対する透明性確保、説明責任の遂行のために、評価の重要性が強く認識され、評価に関

する研究の必要性が叫ばれるようになってきた。評価が慣行として定着しつつある欧米

諸国では、官民の各種活動に関する客観的な評価への実務面での取り組みが進んでおり、

公共的な事業における評価に関する研究にも蓄積が見られる。この点で、欧米諸国は、

評価に関して先進的な位置にあるということができる。我が国でも、民間セクターにお

いては既に経営・人事・技術などに関して評価がシステムとして取り入れられ始めてお

り、また、公共セクターにおいても、公共事業の経済性評価や開発援助事業の評価など、

各種評価の取り組みが試みられてきた。しかしながら、それらの取り組みは未だ充分と

は言えず、評価が今後の重要な課題として残されているのが現状である。 

 例えば、政策評価、施策評価、事業評価など、行政評価の範疇に入る様々な評価につ

いても、評価対象の範囲やレベルによる分類の明確化が必要である。また、政策内容の

評価と実施過程の評価では評価の視点が異なるが、その境界にも不明瞭な部分がある。

また、これまで我が国には透明性や客観性を重視した評価の慣行があまり定着していな

かったことから、そのための評価手法や技術に関する経験や研究の蓄積も十分とは言い

難い。 

このような背景のもと、我が国においても、国際社会に通用する評価活動の定着と評

価活動に関わる人材の育成を推進するために、評価に関する研究の必要性が高まってき

ている。そこで、評価に関する研究者や評価を実践していく実務家の研究と交流の場と

して、新たな学会の設立を提唱するものである。また、評価は、高度な専門的知識が要

求されるような分野を含め、様々な分野における活動を対象として行われる活動である

ことから、本学会は、対外的に開かれた学会とし、既存あるいは新規の他の学会などと

も協力関係を深めることにより、その研究と実践の質の向上を目指すものである。 

 



事業内容 

これまで様々な活動に対して各種の評価が行われるとともに、効果的な評価を行うため

に試行錯誤が繰り返されている。今後、更に各種評価を包含するような評価の体系化が

行われるならば、個々の評価ニーズに合った評価方法が整理され、評価活動の向上につ

ながることが期待できる。評価の体系は、それを構成する各種評価手法の研究の進展に

より、一層充実したものとなる。加えて、評価手法の実践に際しては、情報処理を含め、

各種の技術の活用によって、評価の効率が向上することなども期待される。また、評価

の方法・手法は、単なる研究に留まることなく実務として実践されることで、その真価

が発揮されることから、本学会の事業内容は、対象分野における研究成果の実践性を重

視して行われるものとする。 

 

研究分野としては、 

①評価の体系（評価ニーズとそれに対応する評価手法の整理・体系化に関する研究） 

②評価の手法（評価手法の高度化のための研究） 

③評価の技術（評価実施の技術的側面に関する研究） 

に重点を置くこととする。 

 

具体的な活動としては、 

①学会誌、会報の発行 

②投稿論文の審査 

③分科会活動 

④研究発表会、シンポジウムやセミナーの開催 

⑤功労のあった研究者の報奨による研究の奨励 

などを行うこととする。 

 

学会設立の意義 

学会設立の意義は以下の通りである。 

①評価に関する研究の振興・深化・向上、国内研究者の育成 

②評価能力を有する国内人材の育成とレベル向上 

③実践を重視した評価活動の効果的・効率的実施への貢献 

④国内における評価に関する意識の向上 

⑤国際的な意見交流 

 


